
　11．沖縄（地域別調査機関：（財）南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる ○ ○
やや良くなる その他専門店［書籍］

（店長）
・以前にも増して個人投資家向けの書籍などが多く出版され
ており、また売行きも好調なことから、景気はある程度回復
傾向にある。

その他専門店［楽器］
（経営者）

・観光客数が増加している。地元にも少しずつ景気の回復感
が出てくる。新年度の入学セールや連休に期待している。

その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・観光客の入込が好調である。また固定客の来店頻度が少し
ずつ上がってきている。

観光型ホテル（商品企
画担当）

・４月、５月とも個人予約が好調で、前年の稼働率を上回る
ペースで推移している。

住宅販売会社（従業
員）

・明年には消費税引き上げ論議が活発になると思われ、来期
上半期に駆け込み的な動きが出てくる。

変わらない 百貨店（担当者） ・これまで不振要因であった紳士服の回復が大きく、また短
期間ながらも減少傾向にあった来客数が増加傾向にある。

スーパー（経営者） ・自社も含めて、競合店の出店により競争が一段と激しく
なっている。また広告に載る商品を求めて客が店を使い分け
ており、まとめ買いが少ない。このような状況は今後もしば
らく続く。

コンビニ（エリア担
当）

・複合型のショッピングセンターや家電量販店の出店などで
活気はあるが、客の流れや購買パターンが変わり、逆にマイ
ナスの影響を受ける可能性は大きい。既存店はリニューアル
やバージョンアップといった何かしらの行動を起こしてよう
やく下げ止まりとなる。その投資回収も厳しくなる。

家電量販店（従業員） ・薄型テレビは好調さを持続するが、白物家電は結構気候や
天候に左右されやすいので見通しが難しい。あまり良い材料
も無いので景気上昇は一段落すると予想される。

高級レストラン（営業
担当）

・前年並みを維持するのがやっとの状況になっている。高級
居酒屋の出店が多いことや、客のインターネットなどを用い
た情報収集能力が非常に優れてきていることが理由であり、
自分たちで隠れ家的穴場を探す傾向もあると考えられるの
で、企業努力はしているものの、前年並みくらいが妥当であ
る。

観光型ホテル（営業担
当）

・修学旅行の増加もあり、４月、５月とも予約状況が順調に
推移している。

観光名所（職員） ・沖縄観光は沖縄への好感に支えられ順調に推移している。
ただ前年は台風もなく来客数は順調に推移したが、６月から
は台風の季節に入るので、その発生状況が若干影響する。

やや悪くなる 観光型ホテル（総支配
人）

・沖縄観光の閑散期が４月～６月であり厳しい状況が予想さ
れる。加えて新規ホテルの開業が続き、限られたマーケット
を値段を下げて奪い合う様相がある。反面、インターネット
販売が好調に推移し、景気回復に伴う企業インセンティブ旅
行が増加している。予約状況の前年同期比は前年並みだが、
今後は増加する。

悪くなる 商店街（代表者） ・商店街においては駐車場や交通の問題がある。また商店街
会は寄り合いで構成してるため、現在の客のニーズに応えら
れないという、大変厳しいところがある。日々売上はマイナ
スの方向へ落ちていて、今のままでは大きい店舗はともか
く、小さい店舗は大変厳しい状況が続く。

住宅販売会社（経営
者）

・国、地方公共団体の公共工事の削減に伴い、仕事の量が
減っている。また、単価も厳しくなっており、利益が出せな
い。その他に公正取引委員会の調査と、事務的な仕事がかさ
み、業者は利益が出せない状況になっている。これからまた
４か月の農閑期に入り、指名の量が減るので、大半の業者は
淘汰され、消滅すると考えられる。

良くなる － －
やや良くなる 建設業（経営者） ・受注量の増加が見込まれる。
変わらない ○ ○
やや悪くなる 輸送業（総務担当） ・３か月単位で燃料油価格変動調整金の値上げが実施されて

おり、自助努力で吸収出来る範囲を超えている。現時点で４
月以降も更なる値上げの要請が予定されているが、一方、取
引先への契約単価見直しは、契約解除の危険性を含んでいる
ため、なかなかできない。物流業界全体に影響するのは必至
で、景気は全体的に悪くなる。

家計
動向
関連

企業
動向
関連



通信業（営業担当） ・通信業界の大型合併の余波を受け、価格の下げ止まりが見
えない。

悪くなる － －
良くなる － －
やや良くなる 人材派遣会社（営業担

当）
・企業からの求人案件の増加傾向が継続しており、期待が持
てる。

学校［大学］（就職担
当）

・県内では観光部門が依然好調で、観光部門の求人について
は今後も好調に推移する。

変わらない 人材派遣会社（経営
者）

・依頼の多い業種があるものの対応できる人材が少なく、就
業のチャンスにつながらない。また最近の沖縄県内の建設業
に対する課徴金が大きな痛手となり、どのくらい周辺企業に
影響が出るか未知数であり、不安材料の一つである。

求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人需要は増えていくものの、同業者間の競争などで食い
食われの状態であり、業績的には伸びる要素が少ない。失業
率、求人倍率の変動が少ないのも要因と考えられる。

職業安定所（職員） ・２月は前年同月と比較すると新規求職申込件数は1.2％、
紹介件数は9.7％、月間有効求職者は1.2％増加し、就職件数
は2.6％、県外就職者は7.3％減少している。主婦層を中心と
したパート求職者、雇用保険受給者は増加した一方、県外希
望求職者は大幅に減少した。離職者の実態は、事業主都合が
25.3％、自己都合43.0％である。今後も求職、求人とも増加
傾向で推移していくものと考えられ、テレフォンセンターの
開業予定など改善の動きはあるものの雇用情勢は依然として
厳しい状況が続く。

学校［専門学校］（就
職担当）

・企業の採用意欲はおう盛であるが、大手企業、ＩＴ関連企
業に限定されている感がある。それ以外の業界、企業の動向
を見極めなければならない。

やや悪くなる ○ ○
悪くなる － －

雇用
関連


